
                地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

  

 

農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

タイトル 納涼祭を通じた地域一体化の取組み 

ＪＡ名 にったみどり （群馬県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

昭和 53 年にＪＡにったみどり管内の笠懸地区では、35 の出荷組合がありまし

たが、有利販売すべく、一元集荷・多元販売を目的とし、野菜集出荷所を建設し

ました。翌年から、同施設を活用し、共販率の向上と地域の生産者の一体化を醸

成することを目的として、毎年８月に納涼祭を開催しています。  

２ 概要 平成 27年度は、地域の生産者の他、関係団体等を招待し、総勢 700 名が参加し

ました。 

３ 成果 

（効果） 

納涼祭の当日は、ＪＡ役職員が生産者等にバーベキューを振る舞ったほか、地

域のみなさまとＪＡ職員で結成しているブラスバンドの演奏も披露し、大いに賑

わいました。 

また、こうした長年の取組みにより、野菜集出荷所における共販率は 90％以上

と、県下でも高い水準を維持しています。 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も、納涼祭を通じた地域貢献の取組みを継続して行うこととしています。 

 

 

 

 

【納涼祭の様子】 


